
羅

墓

興
正
菩
薩
叡
尊
の
自
叙
傳
に
つ
い
て

一
戚
身
畳
正
記
の
研
究
1

　
鎌
倉
時
代
の
佛
敷
を
考
察
す
る
に
つ
い
て
は
種
々
の
方

法
を
執
h
得
る
が
、
從
來
避
く
行
は
れ
た
も
の
は
、
奮
佛

激
に
し
て
こ
の
時
代
に
復
活
の
機
運
に
向
つ
た
も
の
こ
、

こ
の
時
代
に
新
た
に
興
つ
た
も
の
こ
の
二
流
に
別
つ
見
方

で
あ
る
。
も
ご
よ
り
こ
れ
は
唯
一
の
見
方
で
は
な
い
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
他
に
一
般
文
化
の
風
潮
に
準
じ
て
公
家
風

武
家
風
、
事
事
風
の
三
流
に
分
つ
こ
ご
も
出
挙
る
し
、
又

　
　
　
二
七
春
　
　
難
　
貼
薬
　
　
興
正
菩
薩
叡
奪
の
白
同
叙
傳
に
つ
い
て
（
上
）

（
上
）橋

川

正

地
理
的
に
渦
の
中
心
を
求
め
て
、
京
都
ご
奈
良
ε
鎌
倉
こ

の
三
流
に
分
つ
こ
ご
も
毘
來
や
う
。

　
こ
の
中
奈
良
を
中
心
に
し
て
復
活
の
蓮
に
趣
い
た
佛
敢

に
は
法
相
、
紅
血
、
三
論
、
戒
律
な
ざ
の
敷
學
が
存
す
る
が
、

こ
、
に
説
か
ん
ε
す
る
興
正
菩
薩
叡
奪
は
大
悲
菩
薩
畳

盛
ご
共
に
戒
律
復
興
の
二
大
互
頭
で
あ
り
、
特
に
叡
奪
は

戒
律
に
当
言
密
敷
を
合
縁
し
て
所
謂
翼
言
律
宗
の
建
設
を

企
て
且
つ
途
思
し
だ
大
徳
で
あ
る
。
凝
然
の
傳
血
縁
漣
（
憲

下
）
に
「
第
入
十
六
代
四
條
天
皇
御
宇
中
富
二
年
丙
申
、
圓

　
　
　
　
　
　
　
弟
二
號
　
　
　
五
九
　
（
二
三
一
）



　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
興
紙
菩
薩
叡
奪
の
自
叙
傳
に
つ
い
て
王
）

晴
・
言
説
・
慈
灘
。
叡
．
鱒
四
徳
、
自
誓
受
戒
、
三
漿
通
受
、
自

爾
巳
來
、
如
法
持
戒
、
如
数
持
律
、
次
第
相
承
、
充
満
諸

方
、
不
可
ゑ
郷
…
数
」
ご
述
べ
て
み
る
こ
ざ
は
周
知
の
事
蹟
で

あ
る
。
而
し
て
叡
．
奪
が
軍
に
持
戒
持
，
律
の
超
世
間
的
な
聖

者
生
活
を
．
逸
っ
た
人
で
は
な
く
て
、
大
い
に
冠
會
的
に
活

動
し
て
戒
律
の
精
淋
の
普
及
を
謀
り
、
佛
敷
に
説
く
ご
二

●
ろ
の
編
田
事
業
に
從
ひ
、
今
疑
で
い
へ
ば
敷
化
救
濟
の
事

．
業
を
盛
ん
に
實
行
し
た
こ
ご
は
元
亨
墨
書
（
十
三
）
興
正
菩

薩
傳
（
群
書
類
画
所
牧
）
以
下
高
憎
傳
に
傳
ふ
る
こ
こ
ろ
で

め
っ
て
、
近
來
蒐
書
刊
行
會
か
ら
史
籍
維
纂
の
中
に
牧
め

て
出
し
π
關
東
往
還
記
に
見
え
る
こ
こ
ろ
の
与
奪
の
事
蹟

に
徴
し
て
も
、
そ
の
就
園
的
活
動
は
聯
か
も
疑
へ
な
い
の

で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
そ
の
一
代
行
歌
の
詳
細
に
至
っ
て

は
、
こ
れ
を
探
お
に
難
く
、
唯
僅
か
に
元
隷
の
こ
ろ
洛
西

如
意
輪
寺
の
慧
日
光
（
慈
光
）
和
禽
が
編
纂
し
た
興
正
菩
薩

年
譜
一
冊
が
在
る
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
譜
は
種
々
の
資

料
を
基
礎
こ
し
、
叡
奪
自
撰
の
翌
翌
の
奥
書
な
ご
を
も
墾

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
六
〇
　
（
二
三
二
）

照
し
て
、
年
譜
燈
に
編
ん
だ
も
の
で
、
幸
ひ
去
る
大
正
四

年
こ
れ
を
底
本
こ
し
て
多
少
の
修
正
を
行
び
、
薄
大
勅
謹

勲
ハ
正
菩
薩
行
實
年
譜
ご
い
ふ
表
題
で
酋
大
寺
に
於
て
出
版

さ
れ
て
居
る
。
こ
の
田
版
に
専
ら
當
つ
た
京
都
臼
毫
寺
の

金
田
元
成
師
は
年
譜
の
最
後
に
「
予
曾
就
西
大
法
庫
秤
披

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
う

菩
薩
著
述
秘
説
懐
偉
徳
鴻
恩
切
縄
爾
復
強
絡
學
正
記
並
行

實
譜
域
繍
極
云
々
」
ご
述
べ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
爾
回
文
申

に
引
か
れ
て
み
る
學
正
記
ご
は
、
如
何
な
る
書
物
で
あ
ら

う
か
ご
、
鵬
か
に
探
し
求
め
て
み
た
が
、
は
か
ら
ず
も
昨

年
夏
洛
西
松
尾
の
葉
室
総
量
寺
に
於
て
戚
重
畳
正
記
の
寓

本
三
帖
を
登
号
し
、
披
覧
す
る
に
及
ん
で
、
始
め
て
こ
れ

が
翻
ち
所
謂
學
正
記
で
あ
る
こ
ご
を
知
っ
て
欣
喜
し
た
次

第
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
戚
身
畳
正
記
の
性
質
内
容
を
解
説
し
、
そ
の

史
料
こ
し
て
如
何
な
る
慣
値
を
有
す
る
か
ご
い
ふ
黙
を
述

べ
る
に
響
き
立
っ
て
、
本
書
の
存
在
が
こ
れ
ま
で
如
何
に

認
め
ら
れ
て
み
た
か
ご
い
ふ
こ
ご
を
見
て
麗
か
う
。
本
書



ば
今
日
ま
で
全
然
知
ら
れ
て
み
な
か
っ
た
ご
い
ふ
鐸
で
は

な
い
の
で
あ
っ
て
、
前
に
述
べ
た
慧
日
光
の
編
ん
だ
年
譜

の
骨
子
も
主
ご
し
て
本
書
に
依
っ
て
み
る
こ
ご
は
雨
書
を

比
較
し
て
朋
か
に
知
り
得
る
ば
か
ゆ
で
な
く
、
寛
政
の
こ

ろ
謙
順
の
作
っ
た
増
補
諸
宗
章
疏
録
に
は
律
宗
部
の
下
に

戚
野
里
正
記
三
憲
、
叡
尊
堂
ご
墨
げ
（
佛
激
全
書
本
唱
二

九
頁
）
、
近
く
は
鷲
尾
順
敬
氏
の
潟
本
歯
黒
人
名
僻
書
の
漏

電
の
項
に
も
そ
の
著
遍
ご
し
て
本
書
の
名
を
出
し
、
湯
本

交
書
氏
の
京
都
府
三
滝
稿
浮
住
寺
の
中
に
は
、
蝿
正
記
抜

抄
ご
標
し
て
文
鳥
、
弘
長
の
手
速
愈
が
屡
々
漂
住
寺
に
家

蒸
し
た
事
實
を
記
し
、
碓
井
小
三
郎
氏
の
京
都
薬
箋
誌
の

白
毫
眉
唾
の
項
下
（
下
京
第
十
五
二
一
、
三
九
二
頁
）
に
は

本
書
の
弘
安
七
年
正
月
二
十
五
日
の
條
を
引
か
れ
て
み
る

本
書
の
存
在
は
か
く
の
如
く
に
知
ら
れ
も
し
、
引
用
も
さ

れ
て
み
る
が
、
章
疏
録
の
編
者
が
果
し
て
本
書
を
見
て
み

た
か
ざ
う
か
は
先
以
て
疑
は
し
い
。
も
し
見
て
み
た
ご
す

れ
ば
本
書
は
戒
隷
そ
の
も
の
に
關
す
る
著
作
で
は
な
く
、

　
　
　
紳
坦
七
徐
｝
　
　
難
｝
　
纂
　
　
興
正
跳
口
薩
叡
費
簡
の
自
叙
擁
…
に
．
つ
い
て
（
上
）

後
に
説
く
が
如
く
叡
奪
の
自
叙
傳
で
あ
る
か
ち
、
寧
ろ
史

傳
こ
し
て
取
扱
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
思
ふ
に
章
疏
鋒
の

編
者
は
書
名
の
み
を
知
っ
て
叡
．
尊
の
撰
と
い
ふ
か
ら
漫
然

ご
戒
律
部
に
加
へ
て
築
い
た
の
で
は
な
か
ら
グ
か
。
次
の

佛
家
人
名
僻
書
の
記
載
も
亦
同
襟
で
あ
っ
だ
さ
う
で
あ
る

而
し
て
融
雪
志
の
記
事
が
山
城
名
勝
志
（
識
）
の
孫
引
で
あ

る
こ
ご
も
ま
た
単
一
煮
の
翫
話
に
よ
っ
て
こ
れ
を
確
め
た
虚

で
あ
る
。
た
“
寺
野
矢
の
記
載
の
み
は
予
の
見
た
ご
同
じ

き
浮
住
配
所
藏
本
の
扱
準
で
あ
る
。
帥
ち
本
書
を
新
楼
見

の
史
料
こ
し
て
こ
、
に
喋
々
す
る
の
は
當
ら
ぬ
け
れ
ざ
も

從
來
未
だ
何
人
も
試
み
た
こ
ご
の
な
い
内
容
の
紹
介
を
な

す
こ
ご
は
映
し
て
無
用
の
業
で
は
な
い
ビ
信
ず
る
の
で
め

る
。

（
議
）
　
山
城
名
勝
志
巻
第
十
三
、
貞
毫
寺
の
籐
（
京
都
叢
書
本
呵
三
一
頁
）

　
同
書
の
引
用
書
目
に
も
、
感
勇
學
正
記
の
名
た
暴
げ
て
る
う
か
ら
、

　
著
藩
大
島
武
好
が
本
書
の
准
在
た
知
っ
て
居
六
こ
ビ
が
判
る
。

二

第
二
號

山ハ

@
　
（
一
ご
二
三
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
興
正
菩
薩
叡
尊
の
自
叙
傳
に
つ
い
て
（
上
）

　
本
書
の
内
題
に
は
金
剛
佛
子
叡
急
難
身
畳
正
記
ご
あ
っ

て
、
上
中
下
の
三
帖
よ
り
威
る
（
但
し
選
評
寺
本
中
下
の

内
題
に
は
畳
の
字
を
學
に
作
b
、
叉
金
田
元
成
師
の
好
意

に
よ
っ
て
披
見
し
得
た
西
大
寺
本
に
は
悉
ぐ
學
の
字
を
用

ひ
て
み
る
が
、
戚
身
に
大
し
て
は
畳
正
の
文
字
セ
用
ふ
る

方
が
正
し
い
ど
解
せ
ら
れ
る
。
）
先
づ
初
め
の
生
育
肉
身
章

第
一
は
建
仁
元
年
の
生
誕
よ
り
建
保
五
年
十
七
歳
に
至
る

ま
で
を
牧
め
、
「
漸
登
厭
田
舎
好
閾
居
之
心
、
絡
僻
親
里
、

感
慨
醐
山
灘
室
、
老
者
憐
慰
無
反
容
顧
如
元
凶
」
に
終
っ

て
居
る
。
次
の
修
成
法
身
章
第
二
は
建
保
五
年
の
秋
「
思

惟
人
身
丁
重
、
佛
法
難
値
、
適
値
聖
法
、
不
求
多
闘
、
不

望
利
養
、
受
命
大
乗
、
修
行
正
遣
、
利
盆
衆
生
、
報
謝
四

恩
し
に
筆
を
超
し
、
嘉
頑
二
年
三
十
六
歳
の
時
東
大
寺
大
佛

殿
に
於
て
自
誓
受
戒
し
「
九
月
四
日
畳
盛
與
予
登
大
菰
霧

位
畢
」
ご
い
ふ
叙
述
に
絡
っ
て
居
る
。
こ
の
章
に
於
て
は

二
趣
修
學
蜜
敷
事
、
三
受
學
戒
律
事
ざ
い
ふ
小
さ
い
標
目

を
も
暴
げ
て
居
る
。
次
に
は
興
法
利
生
章
第
三
で
前
の
如

　
　
　
　
　
　
　
餓
ぜ
二
　
鞭
脳
　
　
　
　
山
ハ
ニ
　
　
（
二
三
四
）

く
初
釜
注
海
龍
王
寺
、
二
型
住
西
大
寺
ご
い
ふ
二
小
標
昌

を
掲
げ
、
後
者
に
於
て
は
初
土
野
法
事
こ
い
ふ
更
に
小
項

を
出
し
て
居
る
が
、
そ
の
後
に
は
か
や
ろ
な
項
目
も
一
切

省
略
さ
れ
、
上
の
絡
よ
り
中
下
全
部
に
亙
っ
て
興
法
利
生

章
で
、
末
尾
弘
安
八
年
入
十
五
歳
に
ま
で
及
び
、
「
同
年
十

一
月
十
七
目
乙
酉
鰻
鵬
寅
時
、
當
寺
於
八
幡
宮
奉
安
弟
御
膿

畢
、
雷
　
十
指
仕
世
一
間
習
、
十
・
七
日
出
世
法
、
猶
十
上
ハ
日
紬
町

御
事
故
且
任
世
間
之
例
」
こ
い
ふ
数
語
に
絡
っ
て
み
る
Q

　
か
く
の
如
く
本
書
の
膿
裁
は
編
述
ご
し
て
極
め
て
不
用

意
の
も
の
で
、
最
初
は
章
項
を
細
か
く
立
て
、
執
筆
す
る

つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
宇
途
よ
b
崩
れ
て
し
ま
ひ
、
第
三

章
が
全
く
釣
合
の
取
れ
ぬ
も
の
に
な
っ
て
居
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
本
書
が
、
組
織
を
前
提
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
或
時
は
記
憶
を
辿
り
、
垂
範
は
坐
右
の
手
控
や

文
書
を
墾
酌
し
て
随
意
に
筆
を
進
め
て
行
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
ビ
は
蔽
は
れ
な
い
。

　
本
書
の
選
述
に
つ
い
て
は
本
文
の
裏
に
「
御
本
云
上
入



八
十
山
ハ
受
血
威
・
也
、
弘
安
九
年
丙
戊
二
月
二
十
八
日
記
之
畢

去
年
乙
酉
十
一
月
十
四
日
違
例
之
時
、
始
記
之
、
今
日
一

返
記
直
之
、
同
三
月
十
五
日
夜
曲
時
言
治
下
」
ご
あ
る
か

ら
、
弘
姜
八
年
十
一
月
中
旬
に
筆
者
が
病
に
犯
さ
れ
た
拗

頽
齢
八
十
五
歳
、
い
つ
何
時
示
寂
す
る
か
も
測
ら
れ
ぬ
ご

い
ふ
・
愈
慮
か
ら
、
　
一
代
の
行
歌
を
綴
り
始
め
、
翌
年
二
月

二
十
入
日
に
至
っ
て
漸
ぐ
脱
稿
し
、
次
い
で
三
月
十
五
日

修
正
補
筆
し
迂
っ
た
も
の
で
、
時
に
筆
者
の
年
齢
正
に
入

十
六
歳
で
あ
る
。
本
書
の
中
に
於
て
予
ご
い
ふ
第
一
人
薦

を
用
ひ
、
今
の
識
語
に
上
人
こ
い
ふ
の
が
誰
で
あ
る
か
に

つ
い
て
は
、
法
隆
寺
五
師
重
懐
の
追
記
、
に
「
上
入
九
十
歳

正
鷹
三
年
庚
寅
八
月
二
十
五
日
入
滅
云
々
」
ビ
あ
っ
て
、
上

人
ざ
は
思
圓
上
人
即
ち
叡
奪
で
あ
る
こ
ご
が
漏
り
、
記
事

の
内
容
よ
り
見
て
叡
奪
自
ら
が
一
生
の
行
猷
（
但
し
八
十

五
歳
以
前
）
を
記
し
た
も
の
が
郎
ち
本
書
で
あ
る
こ
ご
は

秋
毫
も
疑
議
を
挾
む
除
地
が
無
い
○
か
く
て
本
書
に
叡
尊

の
晩
年
五
箇
年
間
の
記
事
を
敏
く
け
れ
こ
も
、
殆
ん
ご
全

　
　
　
第
七
巷
　
　
維
　
纂
　
　
興
正
菩
薩
叡
奪
の
白
叙
傳
に
つ
い
て
（
上
）

生
涯
に
亙
る
自
叙
傳
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
佛
敏
を
窺

ふ
上
か
ら
し
て
重
要
な
る
一
史
料
で
あ
る
こ
ご
は
縷
述
す

る
を
要
し
な
い
。
而
し
て
予
の
見
た
面
住
寺
本
は
寛
文
十

年
に
曲
管
の
多
田
院
の
住
侶
智
激
の
寓
湿
し
た
本
を
、
更

に
貞
享
四
年
に
寓
し
た
も
の
で
、
洛
西
西
院
山
影
山
宗
圓

寺
に
於
て
書
寓
し
、
大
和
の
生
駒
長
鵬
寺
に
濁
り
安
居
の

時
綾
合
し
だ
こ
朱
書
し
て
あ
る
Q
か
や
う
に
大
分
後
世
の

爲
証
本
で
あ
る
か
ら
、
爲
誤
も
あ
り
不
審
な
黙
も
少
く
な

い
か
ら
、
類
本
を
他
に
求
め
た
が
本
稿
を
草
す
る
に
當
っ

て
は
西
大
寺
の
墨
流
木
を
披
見
し
得
た
や
け
で
あ
る
Q
こ

れ
も
近
代
の
寓
本
で
あ
っ
て
浮
気
寺
本
よ
り
は
更
に
誤
れ

る
か
ご
思
は
れ
る
Q
重
量
の
追
書
は
浮
住
寺
本
定
同
門
で

在
る
が
、
何
時
古
前
で
爲
し
た
も
の
や
ら
一
向
判
ら
ぬ
。

併
し
男
並
寺
本
ご
引
き
合
せ
て
見
る
ご
、
　
一
異
本
ご
し
て

校
合
し
得
る
こ
ご
は
確
か
で
あ
る
Q
何
れ
に
し
て
も
、
原

本
は
恐
ら
く
散
干
し
て
み
る
に
し
て
・
も
、
も
う
少
し
勢
い

時
代
の
寓
本
を
見
た
い
も
の
で
あ
る
。
若
し
こ
の
こ
本
以

　
　
　
　
　
　
第
二
　
賊
聯
　
　
　
　
山
ハ
…
二
　
（
ニ
コ
軍
ユ
㌧



　
　
　
第
七
巷
　
　
維
　
纂
　
　
興
正
菩
薩
叡
穣
の
肉
叙
徳
に
つ
い
て
（
上
4

外
に
本
書
の
存
在
を
御
存
じ
の
方
が
あ
る
な
ら
ば
、
何
卒

御
十
三
に
預
り
は
い
。
以
下
引
用
の
本
文
ぼ
馳
駅
寺
本
を

本
こ
し
西
大
寺
本
を
墾
酌
し
て
翠
げ
る
こ
ご
＼
す
る
。

罵

　
本
書
を
佛
敏
史
料
ざ
し
て
見
る
な
ら
ば
、
第
一
に
二
尊

の
傳
記
研
究
王
最
も
確
實
に
し
て
有
力
で
あ
る
こ
ご
勿
論

で
あ
る
Q
叡
尊
は
建
仁
元
年
五
月
、
大
和
國
添
上
郡
箕
田

里
纏
鰍
に
坦
々
の
聲
を
上
げ
た
。
父
は
興
瀟
寺
の
學
侶

慶
玄
馬
、
母
は
藤
原
氏
、
叡
勢
七
歳
の
時
言
叡
尊
を

頭
に
五
歳
ざ
三
歳
の
三
人
の
幼
兇
を
後
に
獲
し
て
亡
く
な

つ
だ
。
父
の
家
は
貧
し
か
っ
た
の
で
三
人
の
小
町
養
育
し

難
く
、
そ
の
翌
年
叡
奪
は
醍
醐
寺
の
西
大
垣
小
阪
御
子
之

家
に
遣
さ
れ
た
こ
ε
な
ご
詳
し
く
見
え
る
。
こ
の
不
幸
な

生
ひ
立
ち
を
見
る
ご
、
叡
鯨
が
後
年
「
利
生
」
に
動
く
心
情

の
駈
有
者
ご
な
っ
た
傾
向
の
由
っ
て
家
る
こ
こ
ろ
も
辿
り

得
ら
れ
る
や
う
で
あ
り
、
な
ほ
置
賜
言
宗
こ
の
密
接
な
關

　
　
　
　
　
　
櫓
脚
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
四
　
　
（
二
三
六
）

係
が
既
に
少
年
時
代
か
ら
萌
し
て
居
る
こ
ご
も
窺
は
れ
る

細
か
い
こ
ご
は
端
折
っ
て
次
に
は
直
黒
の
三
十
五
六
歳
、

嘉
頑
元
年
二
年
の
條
は
戒
律
復
活
の
事
蹟
こ
し
て
最
も
注

意
す
べ
く
、
こ
れ
よ
り
前
、
大
臼
経
及
び
弘
法
大
師
の
遺
告

に
依
っ
て
戒
律
の
必
要
を
痛
戚
し
た
叡
愈
が
孜
々
ご
し
て

道
を
求
め
、
嘉
頑
元
年
の
三
月
十
入
H
東
大
寺
戒
壇
院
に

於
て
始
め
て
四
分
律
行
事
鋤
第
二
懇
の
講
義
を
興
瀟
寺
圖

情
律
師
よ
り
聴
き
、
爾
來
「
果
途
其
願
望
之
大
心
誓
願
捨

身
命
稽
古
更
心
誤
」
ピ
い
ふ
如
何
に
も
緊
張
の
絶
頂
に
達

し
て
居
る
。
二
年
入
月
ニ
ナ
六
日
の
夕
、
東
大
寺
大
佛
殿

に
詣
し
て
池
夜
襲
馴
し
、
二
十
七
日
夜
に
は
戒
壇
院
に
於

て
憎
相
を
得
、
二
十
入
日
に
は
大
佛
殿
に
於
て
現
瑞
を
得

同
夜
戒
脚
院
腋
牌
蒲
田
に
於
て
好
夢
郵
相
を
威
得
し
、
三
十

日
圓
晴
（
曾
勝
房
）
有
鰻
（
長
怨
房
）
畳
盛
（
壷
律
房
）
の
三
人

ご
笠
ハ
に
㎞
絹
索
院
に
憂
脾
駕
す
る
こ
ご
七
ケ
田
、
九
月
一
H

各
自
零
し
て
近
事
男
ε
な
り
、
二
臼
沙
彌
こ
な
り
、
三
鴇

錐
面
有
巌
の
三
人
菩
薩
大
遊
薇
位
に
登
り
、
四
黒
覚
盛
叡



奪
の
二
人
大
落
三
位
に
登
り
、
四
人
共
に
菩
薩
戒
を
自
歯

し
た
顛
末
を
記
し
て
居
る
○
な
ほ
こ
れ
に
つ
い
て
考
謹
を

要
す
る
こ
ご
も
め
る
が
、
今
は
專
ら
記
事
の
紹
介
に
止
め

、
る
。

　
そ
の
他
叡
愈
の
門
弟
ご
し
て
は
忽
性
の
事
蹟
に
堕
す
る

こ
ご
も
散
見
す
る
。
忍
牲
は
關
束
往
還
記
の
中
に
も
現
れ

て
み
る
が
、
か
の
日
蓬
よ
り
極
樂
寺
の
主
観
上
人
こ
し
て

ロ
を
極
め
て
罵
ら
れ
た
人
で
あ
る
だ
け
、
日
蓮
研
究
の
上

か
ら
見
て
も
本
書
は
見
逃
せ
な
い
關
係
史
料
こ
す
る
こ
と

が
出
來
や
う
。
仁
治
三
年
正
月
の
條
に
忍
性
が
「
又
螢
七

．
宿
別
供
養
認
可
途
惣
供
養
之
願
、
爲
成
此
願
、
勘
父
母
親

友
、
始
四
恩
講
、
」
ε
い
ふ
記
事
の
如
き
、
注
目
す
べ
き
も

の
で
あ
っ
て
、
四
恩
講
の
名
は
籐
b
他
に
例
が
な
い
や
う

で
あ
る
。
か
く
し
て
怨
性
は
建
長
四
年
、
三
十
二
歳
の
時

正
法
無
き
所
に
佛
法
を
興
隆
し
衆
生
を
利
釜
せ
ん
ざ
い
ふ

願
を
廻
し
て
難
論
に
下
向
し
た
の
で
あ
る
。

　
叡
奪
の
利
生
事
業
が
奈
良
朝
の
行
基
菩
薩
を
理
想
こ
し

　
　
　
第
七
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
興
正
警
薩
叡
尊
の
自
叙
傳
に
つ
い
て
（
上
）

た
こ
ご
は
歴
々
し
ご
て
明
か
で
あ
る
が
〉
寛
元
二
年
（
四

十
四
歳
）
の
九
月
中
句
に
、
和
泉
の
家
原
寺
に
於
て
如
法

別
受
の
菰
瀟
．
戒
を
始
め
て
み
る
が
如
き
（
元
亨
繹
書
褒
照
）

そ
の
有
力
な
支
謹
に
供
し
得
べ
く
、
又
當
時
の
佛
国
界
に

弾
語
し
だ
聖
徳
太
子
の
七
竈
こ
し
て
は
、
運
行
中
に
も
太

．
子
講
を
認
ん
だ
難
論
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
（
關
束
往
還
記
）

寛
元
四
年
二
月
二
十
六
日
に
は
太
子
御
廟
に
於
て
五
百
二

人
に
菩
薩
戒
を
授
け
、
康
元
二
年
九
月
に
は
法
隆
寺
に
詣

り
十
月
竪
臼
に
は
太
子
御
廟
に
一
夜
不
断
の
如
意
輪
大
呪

を
論
じ
て
所
請
を
凝
す
な
ご
追
慕
の
誠
を
殺
し
て
居
る
。

佛
藪
史
料
こ
し
で
、
塞
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
は
沖
し
て
こ
れ

で
渇
き
だ
諜
で
は
な
い
が
、
他
の
史
料
こ
し
て
の
等
値
も

輕
ん
せ
ら
れ
濾
か
ら
次
に
移
ら
う
。

四

　
叡
奪
は
一
面
に
於
て
昨
常
に
國
家
槻
念
の
強
い
だ
け
あ

っ
て
、
文
永
か
ら
弘
安
に
亙
る
蒙
古
襲
來
の
國
難
に
際
し

　
　
　
　
　
．
　
第
二
　
號
　
　
　
　
轟
ハ
五
　
　
（
二
一
二
七
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
興
正
菩
薩
叡
尊
の
霞
叙
徳
に
つ
い
て
（
上
）

て
の
活
動
は
實
に
目
ざ
ま
し
い
略
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ

ざ
は
既
に
他
の
史
料
た
ビ
へ
ば
西
大
寺
交
書
に
牧
め
て
居

る
異
國
襲
來
断
薦
注
鎌
等
に
糠
っ
て
も
周
ね
く
知
ら
れ
て

居
る
虚
で
、
時
の
人
が
叡
奪
を
思
圓
佛
ざ
呼
ん
だ
程
敬
意

を
表
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
、
本
書
に
見
え
て
み
る

蒙
古
女
権
に
封
ず
る
二
十
の
態
度
な
ら
び
に
活
動
を
抽
鎌

す
る
な
ら
ば
、
文
永
五
年
（
六
十
八
歳
）
の
條
に
、

　
夏
扇
参
天
王
寺
、
青
藍
異
議
難
、
修
種
々
勤
、
今
年
正

　
月
異
國
牒
状
到
雍
故
也
、

　
こ
め
る
の
が
、
そ
の
初
見
で
あ
る
。
こ
、
に
異
國
牒
こ

い
ふ
の
ば
、
そ
の
年
の
正
月
一
H
に
高
麗
の
起
居
舎
入
播

阜
が
國
信
使
こ
も
て
太
宰
府
に
來
り
、
蒙
古
の
國
書
を
傳

へ
た
事
實
を
指
す
の
で
あ
る
Q
か
く
し
て
文
永
十
年
二
月

晦
日
に
は
田
紳
宮
参
詣
の
た
め
に
南
都
を
…
進
如
し
て
る
る

そ
の
往
復
の
行
事
に
つ
い
て
は
性
海
比
丘
記
に
具
さ
に
蔵

す
ご
あ
っ
て
、
本
書
に
・
は
賂
さ
れ
て
る
る
け
れ
ざ
も
、
墾

詣
の
目
的
は
恐
ら
く
異
國
調
伏
の
稟
請
に
あ
っ
た
ピ
想
は

　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
六
　
　
（
二
三
入
）

れ
る
。
そ
の
翌
年
の
條
に
は

　
十
月
五
矯
蒙
古
人
着
皇
居
、
二
十
田
着
波
加
之
、
帥
退

　
寸
劇
、

ご
あ
っ
て
、
こ
の
呉
越
は
他
の
史
料
ご
よ
く
一
致
し
て
み

る
。
賃
量
に
「
部
退
散
畢
」
ご
あ
る
が
、
郎
の
一
字
は
黙
眼

の
思
ひ
が
す
る
。
文
永
十
二
年
三
月
三
日
に
は
再
び
大
紳

宮
墾
詣
の
π
め
に
進
磯
し
て
み
る
が
、
そ
の
文
の
績
き
に

「
怖
蒙
古
入
重
來
征
、
故
解
夏
以
後
、
引
傘
内
法
、
参
詣
降

伏
異
．
率
帥
肚
佛
寺
、
修
随
分
勤
行
、
所
日
域
安
穏
正
法

久
住
、
」
ご
記
さ
れ
て
居
る
α
季
岡
、
天
王
寺
、
住
吉
等
は

そ
の
後
瀬
願
修
法
し
π
杜
寺
で
、
何
れ
も
詳
し
い
記
載
が

見
え
て
居
る
。

　
「
聖
朝
安
稔
、
天
下
泰
李
、
興
隆
佛
法
、
利
盆
衆
生
」
の

た
め
に
勤
修
怠
ら
な
か
つ
だ
叡
曾
が
、
弘
安
四
年
七
月
二

十
二
日
、
葉
室
の
画
工
寺
に
載
る
ご
、
行
阿
比
丘
へ
了
意

房
）
が
來
謁
し
て
告
げ
る
や
う
隔

　
自
來
二
十
六
臼
爲
脱
異
國
之
用
害
、
艶
本
朝
之
静
離
、



　
爽
勘
講
南
北
二
京
持
齋
煮
転
八
幡
宮
や
七
貸
七
夜
、
不

　
断
唱
曾
勝
陀
羅
尼
之
願
、
峯
門
徒
、
可
墾
勤
云
々

ご
、
當
時
借
奪
は
入
十
の
阪
を
越
え
て
み
る
か
ら
老
衰
堪

へ
す
ご
い
っ
て
．
一
旦
僻
退
し
淀
が
、
行
阿
は
若
し
参
勤
が

出
な
け
れ
ば
、
　
一
門
の
僧
百
人
許
供
奉
せ
し
む
べ
し
ご
熱

心
に
説
い
た
の
で
、
叡
酋
は
飛
脚
を
以
て
諸
寺
の
同
法
に

寄
れ
を
諾
し
て
評
定
さ
せ
た
○
曰
く

　
異
事
黒
黒
事
、
我
朝
大
事
、
何
事
如
之
、
然
今
年
衆
慮

　
導
入
、
錐
随
分
之
所
濤
、
至
誠
懇
切
之
心
食
客
、
　
一
門

　
僧
衆
、
皆
滲
難
所
、
　
一
味
和
合
、
不
潔
動
修
、
尤
庶
幾

　
若
爾
者
設
錐
不
満
陀
羅
尼
、
墾
佳
宿
所
云
々

　
か
く
し
て
宥
阿
の
希
望
通
り
に
、
二
十
⊥
ハ
日
か
ら
三
百

除
人
の
儒
衆
が
石
清
水
入
幡
宮
に
詣
で
、
勤
行
し
、
閏
七

月
一
日
に
は
南
北
二
京
の
僧
五
百
六
十
籐
人
が
寳
前
に
集

涌
し
て
、
一
碧
和
合
の
勤
行
を
な
し
、
叡
奪
自
ら
は
戒
を
説

い
た
。
京
都
奈
良
の
僑
衆
が
か
く
の
如
き
暴
に
出
で
た
こ

ご
は
、
當
時
に
於
け
る
論
難
家
の
緊
張
昧
を
偲
ば
し
め
る

　
　
　
第
七
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
興
正
菩
薩
叡
曾
Ψ
の
慮
叙
傳
に
つ
い
て
（
上
）

に
十
分
で
あ
る
ε
共
に
そ
の
中
心
人
物
ε
な
っ
て
動
い
た

叡
奪
も
亦
偉
大
ビ
い
は
ね
ば
な
ぢ
灘
。
當
時
叡
奪
の
述
懐

に
「
帥
不
平
大
風
吹
出
、
雷
鳴
聾
駿
向
西
置
去
、
存
紳
諾

鰍
」
ご
い
っ
て
居
る
の
を
見
て
も
、
そ
の
自
信
の
輩
固
で

あ
っ
元
こ
ご
が
遭
せ
ら
れ
る
で
は
な
い
か
Q

　
か
く
し
て
七
月
四
日
の
夕
に
は
明
日
よ
り
一
切
経
を
轄

護
す
べ
き
院
宣
を
蒙
っ
て
居
る
。
こ
の
院
宣
ご
は
嵯
峨
殿

に
在
し
た
論
叢
上
皇
よ
り
鵠
し
給
ふ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
こ
ご
は
既
に
他
の
史
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
は
み
る
が

叡
慮
自
撰
の
本
書
に
捺
っ
て
更
に
確
實
に
す
る
こ
ざ
が
出

來
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
叡
奪
は
同
月
九
日
置
蒙
古
竃
の

敗
報
を
知
る
こ
ビ
が
出
來
た
。
本
書
に

　
九
日
、
民
部
大
夫
政
康
以
使
者
子
日
、
異
國
兵
船
去
一

　
臼
大
風
皆
破
損
畢
云
々

・
ご
記
さ
れ
て
み
る
Q
そ
の
翌
月
ト
…
皇
が
石
清
水
宮
に
行

幸
し
給
ふ
た
こ
ε
に
つ
い
て
は

　
（
八
月
）
九
日
、
着
八
幡
大
乗
院
、
十
日
墾
山
上
、
十
一

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
七
　
　
（
二
一
ご
九
）



　
　
　
第
七
巻
　
維
纂
　
幕
末
に
於
け
ろ
海
軍
の
創
…
設

　
日
早
朝
御
幸
、
以
五
百
八
十
鯨
蝋
持
齋
儒
、
轄
讃
一
切

　
経
念
願
、
十
二
H
大
法
愈
、
叡
尊
奉
講
讃
一
切
経
、
十

　
三
R
不
幸
一
切
経
絡
功

ビ
い
ふ
。
露
駅
古
値
下
に
當
っ
て
貸
出
上
皇
、
宇
多
天
皇
が

御
親
蕊
あ
ら
せ
ら
れ
、
漁
民
上
下
三
っ
て
熟
濤
を
こ
め
た

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
六
入
　
（
二
四
〇
）

こ
ご
は
今
夏
説
く
ま
で
も
な
い
が
、
本
書
が
こ
れ
に
關
す

る
史
實
を
傳
へ
て
る
る
黙
で
も
亦
認
む
べ
き
で
あ
る
。
な

ほ
叡
奪
が
魑
山
上
皇
の
御
蔭
顧
を
篤
く
し
た
こ
ご
に
つ
い

て
も
言
及
せ
ね
ば
な
ら
濾
が
、
直
接
蒙
・
盲
襲
來
に
關
係
し

な
い
か
ら
こ
、
に
は
省
略
に
從
ふ
こ
ご
、
す
る
Q

幕
末
に
於
け
る
海
軍
の
創
設

劇

　
安
永
天
明
の
頃
よ
り
邦
人
の
海
外
に
、
關
す
る
知
見
廣
ま

り
、
露
西
亜
の
西
伯
利
亜
経
畳
進
む
に
從
ひ
て
我
北
邊
に

迫
る
の
勢
漸
く
顯
著
こ
な
り
し
を
知
る
や
、
海
防
を
論
ず

る
表
相
次
い
で
出
で
た
り
。
林
子
不
は
『
海
嶺
兵
談
』
を
著

し
て
、
日
本
は
海
國
な
る
故
に
海
防
の
策
を
講
せ
ざ
る
べ

文
學
士
　
古
　
　
田

良

…

か
ら
ざ
る
こ
ご
、
そ
れ
が
た
め
に
は
軍
艦
、
大
砲
及
び
砲

毫
の
三
者
が
相
侯
っ
て
襲
達
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
、
を

説
け
り
。
其
所
論
の
系
統
的
科
學
的
な
る
こ
ご
は
子
単
の

識
見
を
示
す
も
の
な
り
ε
錐
、
海
軍
術
の
實
際
的
智
識
に

至
り
て
は
頗
る
幼
稚
に
し
て
、
殊
に
製
艦
の
智
識
に
於
て

は
殆
ざ
見
る
に
足
る
も
の
な
し
。
子
李
の
後
に
出
で
た
る

海
防
論
も
、
大
砲
に
間
す
る
も
の
多
く
し
て
、
軍
艦
を
造


